
課　題
再生可能エネルギーを重視する新電力会社の規模（知名度・資金力・広報力
など）は、大手とは圧倒的な差があり、さらに電力制度の不公平さがある。

目　標
①再エネ電力会社の可視化
②再エネを選ぶ企業の可視化
③再エネを選ぶ市民の可視化

活動内容と成果
①紹介する電力会社を探索し、6社追加（合計31社）
→�再エネだけでなく社会全体の持続可能性を考えている電力会社が増え市
民訴求力が向上
②シンポジウム開催、分かりやすいリーフレットを作成
→ターゲットを若年層として企画およびデザインをした
③国内自治体の電力調達に関する調査を実施
→�47都道府県、20の政令指定都市等の自治体に再エネアンケート調査を行
い報告書を発行。新聞記事掲載

●�再エネを重視する電力会社を紹介するプラットフォームとして情報
と知見・ネットワークを蓄積
●�個人や企業・事業所の「再エネ電力会社の選択」の実績も蓄積され、
関心を持つ人が情報収集をできる拠点となりつつある
●�紹介する電力会社のシェアは2016年度比3.4倍に伸び、新電力合計
のシェアの伸びより大きくメリットが着実に認知されてきている
●当キャンペーンの「電気を選ぼう」は改めて必要だと感じた

全助成期間の活動を振り返って

パワーシフト・キャンペーン運営委員会

再生可能エネルギーを重視する電力会社の
可視化と選択促進

電気を選んで社会を元気に！

A6サイズリーフレット

みらいのためのでんきを選ぼう

紹介できた再エネ電力
会社の数 6 社
紹介企業事業所等の数 7 か所
今年度計画の達成度 90 ％
目標達成度 90 ％

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
●�「パワーシフト」の認知度向上
（SNSなどの発信でも工夫が必要）
●�公平でない電力制度の認知（複雑
すぎるため）

■工夫した点
イベントの内容を若年層向けにし、
SNSはインスタグラムを中心に生活
に関係する話題を提供した。社会全
体の改善をアピールする内容の発信
を心掛けた。

●国内の制度問題などの情報収集と働きかけを実施　●自治体の調査報告結果から、コスト重視の入札制度などの改善を提案　●海外事例で
国内へ活用できるものの事例を紹介　●ウェブサイトなどアクセスしやすいツールづくりにつとめ、持続可能な環境や社会を目指すための電
力選択を促す　●インフルエンサーとなる企業／事業所／自治体などを紹介　●当団体で紹介している電力会社の特徴やエピソードを紹介
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